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Development of a biodegradable polylactide （PLA） modifier： microbial lactate-based polyester LAHB  

微生物が作り出すプラスチックで 
“ポリ乳酸” の生分解性と物性を改善 

クリーンエネルギー分野における革新的技術の国際共同研究開発事業
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独自に開発を進める微生物乳酸ポリエステル “LAHB” の、 「ポリ乳酸 （PLA）」 の弱点を克服する新
たな改質剤 (モディファイア) としての可能性を見出しました。現在も、JSTの委託事業A-STEP産
学共同（育成型）／微生物産生コポリマーLAHBのポリ乳酸多機能改質材料化」（2023～2025年
度）にて、本研究を継続し、LAHBの一次構造（モノマーの比率や配列、分子量など）およびポリ乳
酸とのブレンドの相構造と、ブレンドの力学・熱特性、生分解特性との相関関係を調べ、ポリ乳酸の
課題を克服するのに最適なLAHBの構造を明らかにすることに取り組んでいます。また、さらに近
年では、NEDO「長期海洋生分解性プラスチック評価技術開発事業」（2025～2029年度）におい
ても採択を受け、漁具を中心とした実用材料への応用展開に向けた取り組みも開始しています。 
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